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●第4回」aih-sとの共催企画フォーラム開催報告

「紛争概論x少年兵のメンタルヘルス」～紛争の終とは～

日本国際保健医療学会・学生部会(」apanAssociation for International Health -Student 

Section: 通称 jaih-sジャイフエス）とは、学生を対象に「国際保健に関わる人材育成」に取リ組ん

でいる学生団体です。全国の国際保健に関心を持つ様々な分野の学生に対して、幅広い情報や機

会の提供を行い、将来、世界で活躍する人材を育成することで日本及び国際社会に貢献することを

目指すjaih-sの活動は、国内外の健康につながる人材の育成を事業目的の一つに掲げる公益社団

法人日本WHO協会の考えと一致するものです。

この趣旨をふまえて、今回で第4回目となる共催企画フオーラムを2014年9月27日に大阪市立

大学文化交流センターで大阪コミュニティ財団／大阪信用金庫ふれあいスマイル基金からの助成

も頂き、「紛争概論x少年兵のメンタルヘルス」～紛争の終とは～をテーマとして開催致しました。

第4回（公社）日本WHO協会xjaih-s
共催企画

『紛争概論x少年兵のメンタルヘルス』
～紛争の終とは～，_

2014年9月27日

大阪市立大学文化交流センタゴ

助成 公財、法人大阪コミュニティ財比 大阪伝用金庫ふれあいスマイル基金

協賛：サラヤ株式会社 ・J¥干代電設工業株式会社 ，大日本葬虫菊抹式会社

●開会の挨拶 日本WHO協会 理事長関 淳一

日本国際保健医療学会学生部会(jai h-s)の方々と

の共催企画こよるフオーラムも、今回で第4回となリ

ました。

今回のテーマは、「紛争概論X少年兵のメンタルヘ

ルス」～紛争の終りとは～です。
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現在、世界各地での様々な紛争の報道が後を絶ち

ません。幸い、日本では現在世界各地で起っている

様な形での紛争を直接経験することはあリませんが、

グローバル化が進む中将来に向って国際保健医療を

念頭に置いている人達は勿論のこと、一般の国民も

世界でのこれらの紛争の実態について正しい知識の

もとに、自分の意見をもつことは、極めて重要と思い

ます。

今回のフオーラムでは、紛争についての単なる総

論的な意見交換でなく、国際的に大きな問題である

少年兵（こども兵士）の実態について知識を深めて頂

くと共に、「少年兵のメンタルヘルス」と言う具体的な

テーマについて、参加者の方々に考えて頂き、意見の

交換をして頂きます。

今回のフオーラムもこれ迄と同様に、テーマの選定、

企画などは全てjaih-sの方々によって行なわれました。

jaih-sの企画担当の方々から、最初御提案を頂いた

時から、私は極めて時機に適った、しかも奥の深いテ

ーマ内容であり、共催企画として是非成功させたいと

強く思った次第です。

今回、非常に御多忙の中、当フオーラムの講師をお

引き受け下さいました、小野圭司先生、小）II真吾先生

に、主催者を代表して心から御礼を申し上げます。

このフオーラムが、少年兵のメンタルヘルスと言う

極めて厳しい問題を通じて、世界に於ける紛争につい

て参加された方々が幅広い知識を得られると共に、

紛争とは何かについても改めて考えられる機会とな

りますことを祈念いたします。



●開会の挨拶 jaih-s第9期代表吉村翔平

日本WHO協会との共催企画記2011年に初めて

開催され、今年で4回目を迎えます。毎年ご好評を

いただいており、今年もこのように開催できることを

大変嬉しく思います。（公社）日本WHO協会のみな

さまには日頃よリ多大なるご支援、ご協力を賜り、こ

の場を借リて厚く御礼申し上げます。

さて、私たちjaih-sは「国際保健医療に関わる人材

育成」を目標に2005年に設立された学生団体です。

「ネットワーキング」、「大学では得られない学習環境

の提供」、「多分野からの活動参加」を大きな3つの柱

として、全国の学生に平等に国際保健医療の学習環

境を提供すべく全国各地での勉強会や合宿などを開

催しています。設立から9年目を迎えた」aih-sですが、

第9期では、「最先端を知り、未来を開拓するjaih-s」を

テーマに掲げ、国際保健医療分野での最先端を学ぶ

ことを目標に1年間活動しています。

今回の勉強会では「紛争」と「少年兵のメンタルヘ

ルス」について扱います。日本では全く馴染みのな

い紛争や少年兵ですが、現在も世界中の多くの国で

紛争が行われ、数多く少年兵が未だに存在している

のが現実です。紛争地で一体どのようなことが起き

ているのでしょうか。紛争地で起きていることに一度

も目を向けたことがない人もいるかもしれません。

だからこそ、今回このような機会を作り、現実に目を

向け、私たちに少しでもできることを考えてみたいと

思います。もちろん正解はありません。一人一人が

素直な意貝を持ち、自分の意見をぶつけてみてくだ

さい。きっとそこから新しい考え方が生まれるかもし

れません。今日の勉強会が少しでもみなさまの学び

の助けになることを願つています。

最後に、jaih-sはまもなく10年目を迎えます。こ

のように国際保健医療に興味があるという共通点の

もとに多くの方が集い、全国各地で勉強会を開催で

きることを大変嬉しく思っています。今後ともjaih-s

をどうぞよろしくお願い申し上げます。
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●開会の挨拶 企画担当内田 絵里

私たちは日々の学校生活や何気ない時問に、少し

の不満と少しの幸せを感じながら生きています。し

かし、地球の裏側に注目してみると、私たちの置かれ

ている状況がどれだけ幸せであるかを思い知らされ

ます。

今回私たちが注目したのは紛争地域での「少年兵」

という存在です。彼らは今も、家族を自分の手で殺

されるよう強いられたり、銃を持たされたり、麻薬漬

けにされたリと私たちの想像を絶する世界を生きて

います。紛争が終わっても、受け入れ先のない子ど

もは路頭に迷い、社会復帰する機会があってもトラウ

マに悩まされる日々を送る子ども達について学ぶう

ち、彼らの心の健康を取り戻すために外部の人間に

は一体何ができるのかという疑問が沸き起こりま

した。

そこで、この疑問について考えるべく本日はメンタ

ルヘルス・少年兵・紛争といったキーワードを基に勉

強会を展開して参リます。先生方によるご講演から

世界で起こっている紛争の現状や少年兵との実際の

かかわりについて学習した後は、「紛争の終とは」とい

う難しい問いかけに共に挑戦してみましょう。本勉強

会が、参加者の皆様が今後国際協力を考える際に、

相手の心に寄り添う方法についても考える一助とな

りましたら幸いです。

最後となリましたが、本勉強会開催にあたり準備段

階よりご協力を賜りました小野先生、小川先生並びに

ご協賛頂いております公益社団法人巳本WHO協会

の皆様関係者各位にこの場をお借リしまして心よリ

御礼申し上げます。

簡単ではございますが以上で挨拶と致します。

それでは、本日は一緒に「少年兵の心」によりそい、

そして「紛争の終」について共に考えていきましょう。


